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「クロザピン（クロザリル®）適正使用ガイダンス一部改訂について 

（第 15版⇒第 16版） 

 
平素よりクロザリルの適正使用推進にご理解ご協力賜り、誠にありがとうございます。 
この度、「クロザピン（クロザリル®）適正使用ガイダンス」を改訂いたしました。 
改訂版 PDF は下記ページよりダウンロードいただけます。クロザリル適正使用委員会 Web サイト「クロザリル Web 講習資材」ページ URL：
https://www.clozaril-tekisei.jp/materials 

 該当箇所 改訂前 改訂後 
1.  Page5 第 1章 クロザピン（クロザリル®）適正使用の概要 

4. 医療機関・保険薬局・医療従事者の CPMS への登録 
前項で解説したように， ～省略～ を参照されたい。 
要件を満たした医療機関は，本剤の重大な副作用である無顆粒球症，

耐糖能異常発現を想定したケーススタディー（医療連携の模擬）を実施
し，「クロザリルに関する医療連携の手順書」を作成の後，CPMS 登録
申請を行う。保険薬局については，血液検査確認書の提示がないときの
ケーススタデイー（疑義照会の模擬）を実施し，「クロザリル取扱いの
手順書」を作成の後，CPMS 登録申請を行う。 

第 1章 クロザピン（クロザリル®）適正使用の概要 
4. 医療機関・保険薬局・医療従事者の CPMS への登録 
前項で解説したように， ～省略～ を参照されたい。 
要件を満たした医療機関・保険薬局・医療従事者は，CPMS 登録申

請を行う。 
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 該当箇所 改訂前 改訂後 
2.  Page5 Slide5 

 

 

 

3.  Page39 第 4章 同意取得 
本剤の投与に際しては， ～省略～ なお，本ガイダンスの巻末には，

「クロザリルの説明文書」と「クロザリル服薬同意書」が添付されてい
る。 
「クロザリルの説明文書」と「クロザリル服薬同意書」に既に記載さ

れている文言の削除は不可とする。ただし，「クロザリルの説明文書」
および「クロザリル服薬同意書」に医療機関が必要と考える事項を追加
することを認める。その場合は，別途，追加事項の説明文書，同意書を
作成し，本同意説明文書と併せて説明し，同意を取得する必要がある。 
「クロザリル服薬同意書」には，患者本人もしくは代諾者，さらに

CPMS 登録医が署名を行う。 
注）クロザリル適正使用委員会ホームページ（http://www.clozaril-

tekisei.jp/tejun.html）から入手可能 
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れている文言の削除は不可とする。ただし，「クロザリルの説明文書」
および「クロザリル服薬同意書」に医療機関が必要と考える事項を追加
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「クロザリル服薬同意書」には，患者本人もしくは代諾者，さらに

CPMS 登録医が署名を行う。 
注）クロザリル適正使用委員会ホームページ（https://www.clozaril-
tekisei.jp/materials）から入手可能 
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 該当箇所 改訂前 改訂後 
4.  Page40 スライド 51 

 

 

 
5.  Page40 スライド 52 
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 該当箇所 改訂前 改訂後 
6.  Page42 第 5章 禁忌・スクリーニング 

スライド 55 

 

 
 

 
7.  Page97 第 10 章 相互作用 

1 併用禁忌 
本剤との併用禁忌とされる薬剤名等はスライド 142 に示す通りであ
る。骨髄抑制を起こす可能性のある薬剤，放射線療法，化学療法につい
ては，血液障害の副作用が相互に増強される可能性があり，無顆粒球症
の発現を増加させるおそれがあるため，併用禁忌となっている。また，
持効性抗精神病剤（ハロペリドールデカン酸エステル注射液，フルフェ
ナジンデカン酸エステル注射液，リスペリドン持効性懸濁注射液，パリ
ペリドンパルミチン酸エステル持効性懸濁注射液，アリピプラゾール水
和物持続性注射剤）はその性質上，投与を中止したとしても体内より薬
剤が排出されるまでに長い時間を要するので，副作用発現に際して速や
かに対応できないおそれがあるため，併用禁忌とされている。アドレナ
リン作動薬（アドレナリン，ノルアドレナリン）では，本剤のα受容体
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 該当箇所 改訂前 改訂後 
遮断作用によりβ受容体刺激作用が優位となり，血圧上昇作用が減弱
し，アドレナリンの昇圧作用が反転し，重篤な血圧低下を起こすおそれ
があることから，本剤との併用は禁忌とされている（ただし，アドレナ
リンをアナフィラキシーの救急治療に使用する場合を除く）。 

遮断作用によりβ受容体刺激作用が優位となり，血圧上昇作用が減弱
し，アドレナリンの昇圧作用が反転し，重篤な血圧低下を起こすおそれ
があることから，本剤との併用は禁忌とされている（ただし，アドレナ
リン作動薬（アドレナリン、ノルアドレナリン）を投与中の患者（アド
レナリンをアナフィラキシーの救急治療、又は歯科領域における浸潤麻
酔もしくは伝達麻酔に使用する場合を除く）。 

8.  Page97 スライド 142 
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 該当箇所 改訂前 改訂後 
9.  Page99 スライド 146 

 

 

 
以上 


